
はじめに

近年の幼児教育・保育における国際的動向として保

育の質の向上が一層求められるようになっている。同

時に、その評価や改善にも注目が集まっている。また、

保育内容領域「言葉」では、幼児期は生涯にわたる言

葉の基礎や、学習の基盤となるにもかかわらず指導を

捉えにくい側面がある。そこで、本研究では、保育に

おける評価と領域「言葉」についての意味を捉える文

献調査を行う。その後、和歌山市公立幼稚園を対象に

評価の一つであるECERSを基にした領域「言葉」の指

導と援助について行ったアンケート調査から、領域「言

葉」の保育実践に関わる現状の分析と課題を提案する。

１.幼児教育における動向と保育の質

近年、幼児期からの教育的介入によって非認知的能

力や社会情動的スキルの育成が人生の成功につながる

とされ、乳幼児期の教育とケア(Early Childhood
 

Education and Care：以下ECEC)は広範囲の恩恵を

もたらすと考えられるようになった 。

同時に、OECDでは「乳幼児期の教育とケア(ECEC)

は、子どもや親、社会全体に広範囲の影響をもたらす

が、その恩恵の程度は「質」いかんにかかわっている」

としており、「保育の質」が子どもたちの将来に大きな

影響を与えるといわれるようになった。

「保育の質」とは、多様な国、システム、文化、な

ど考え方によって様々な保育がある中で、例えば、子

ども一人当たりの保育者数、保育者の有資格率とレベ

ルの向上、保育技術向上の継続的取り組み、カリキュ

ラムまたは学習基準、小学校への接続、取り組みへの

評価など で計られる質である。つまり、政策、制度、

保育者養成と研修、基準となるプログラム、保育の実

施など、保育を支える各国の土台からそれがもたらす

保育そのものまでを範囲とし、これらが保育の質に影

響すると考えられている。

２.保育の評価

また、保育の質のみならず、保育の質を向上させる

ために、保育の評価についてもこれまでよりも、注目

がされるようになっている。

埋橋は、保育の質的な面での保証についてサービス

内容の最低水準の保持と向上には、保育の質を評価す

るという行為を伴うとする 。「評価は「何を以って良質
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の保育とするか」という定義と、「どのように評価する

か」という定義と、「どのように評価するか」という方

法論とによって構成されている。」とし、実際にサービ

スの質的水準の維持・向上には評価結果のフィードバ

ックと具体的な改善方法の実行、それを可能とする財

政的基盤の確立が必要であり、保育の質の保証は、複

数のプロセスを経て実行するものとしている 。つま

り、保育の評価についても複雑な営みであるため広範

囲な視点から取り組む必要があるといえる。

ただし、園や保育者が行う取り組みとしては、日本

では以下のような状況がある。文部科学省では「幼児

教育の実践の質向上に関する検討会」で令和２年５月

に「幼児教育の質の向上について (中間報告)」を公表

している 。ここでは、幼児教育の重要性と近年の政策

の動向を基に、幼児教育の質の向上のための具体的方

策について中間報告として方向性が示された 。そのう

ち、「３.幼児教育の質の評価の促進」として外部の視

点を入れた活動の見直し、評価等を通じたPDCＡサイ

クルの構築が重要として、「⑶幼児教育の質の評価に関

する手法開発・成果の普及」についても言及している。

また、平成29年に改訂された『幼稚園教育要領』等

においては第４節で「指導計画の作成と幼児理解に基

づいた評価」として「４.幼児理解に基づいた評価の

実施」の項目が追加され 、「幼児の理解を進め、幼児一

人一人のよさや可能性、特徴的な姿や伸びつつあるも

のなどを把握するとともに、教師の指導が適切であっ

たかどうかを把握し、指導の改善に生かすようにする

ことが大切」と説明する。そこでは、幼児の発達は生

活経験や興味によって大きく異なる時期であることを

踏まえて、幼児期には子どもの姿を丁寧にみとり、一

人一人の理解に基づいて指導の改善を行っていくよう

促している 。つまり、国内の幼児教育においては、幼

児一人一人に必要な体験を積み重ね、思いを理解し、

発達を促す教師の状況に応じた多様な関りが求められ、

幼児を理解し、指導の改善を行う、PDCAサイクルが一

体となった評価が求められるようになったといえる。

その上で、指導の改善に生かすこと、「評価の妥当性

や信頼性が高められるよう創意工夫を行い、組織的か

つ計画的な取り組みを推進するとともに、次年度又は

小学校等に適切に引き継がれるようにすること 」が

強調された。このように、日本では、子ども理解を深

めることと保育を改善することが一体となった評価を、

方法としては保育記録やエピソード記録、ドキュメン

テーションといった様々な記録を積み重ねていきなが

ら検討を行い、計画的に保育を改善していくことが幼

稚園教育要領など によって求められているのが現状

である。

ここで、海外の事例から国内で紹介されている評価

の方法や評価スケールについても述べておくこととす

る。評価は保育の質同様に、各国の制度や状況、保育

の捉え方によって様々である。ここで詳細は割愛する

が、現在、海外で作成されて国内で紹介されている評

価としては、ニュージーランドのLearning Storyの保

育記録などを基に評価を作成していく方法、イタリア

のレッジョ・エミリアでプロジェクト活動における子

どもの思考の活動や思考の流れを視覚的に記録するド

キュメンテーション 、プロセスの質を評価する

Laeversによって開発されたSICS(Self-Involvement
 

Scale for Care Settings：自己評価尺度)を翻訳し思

想をまとめた資料等がある。また、出版されてより広

く手に入る量的評価スケールとして第３者が行う評価

としてアメリカで制作されたECERS、ECERS-R、

ITARSや、イギリスで制作されたSSTEWなどがあ

る。以下、簡単に説明する。

ニュージーランドでは、幼保統合型カリキュラムで

あるテファリキを基にLearning Storyと呼ばれる保

育記録による評価法が行われている 。「個別具体的で

子どもの個々の長所や可能性に焦点を当て」たエピソ

ード記録による評価法である。これは、記録に労力が

求められるが、日本国内でも参考となっている。

レッジョ・エミリアのドキュメンテーションは、「ポ

ートフォリオに収められたドキュメントを集めたもの

であり、記憶、評価、記録のために役立てる」ため、

「メモ、観察チャート、日誌やその他、物語の形式を、

録音テープ、写真、スライドやビデオテープ」を収集

する。それらを基にした視覚的なドキュメンテーショ

ンのパネルが、保育者、保護者、子ども達と共有され

「コミュニケーションや省察の機会」として、それぞ

れの立場から活動や学びの過程を視覚的に捉え、討議

や交流を支える 。学びの過程を丁寧に捉えた評価と

いえる。

ベルギーのFerre Laeversによって開発されたSICS

は、日本では秋田・小田らによって紹介されている 。

「経験に根ざした保育・教育」という思想に基づいて、

「安心度(Well-being)と夢中度(Involvement)の２点

から活動の過程・プロセスの質を捉え、評価する。「豊

かな環境」「集団の雰囲気」「主体性の発揮」「保育活動

の運営」「大人の関わり方」という５つの観点で保育の

振り返りを行い、具体的な保育の手立てを考えるとい

う段階的な省察と協議を行い保育者間で計画につなぐ。

幼児版のECERS、ECERS-R、乳幼児版のITERS

は、主に訓練を受けた第３者が保育の構造を指標に沿

って量的に評価できる 。現在は、改善され保育者と子

どもの関わり」と「関わりを通して育まれる子どもの

学びに向かう力」が強調されるようになった 。そし

て、量的評価スケールを確立するイギリスではアメリ

カで開発された保育環境評価スケールであるECERS

やECERS-R に基づく保育環境、言語環境、活動内

容、相互環境等についての評価によってエビデンスを

求め、その後、ECERSで不足するとされた保育のプロ
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セスの質を点数化して評価するSSTEW が開発され

て利用されている。SSTEWは、「情緒的な安定・安心」

(社会情緒的発達)と「ともに考え、深め続けること」

(言語的、認知的発達)を支援する保育者の関りに着目

した評価スケールである 。

以上、保育の評価は、第三者評価スケールから個々

の保育者の記録まで、保育及び子どもを対象にするも

のまで広く活用できるようになってきたが、国内では

未だ保育現場に浸透していない現状がある。

次に、領域「言葉」における保育の意味と先行研究

による現状について考察をしていく。

３.言葉の育ちの位置

まず、本研究の中心となる子どもの言葉の育ちにつ

いて、その意味や必要性を確認していくこととする。

乳幼児の脳発達の敏感期についてOECD白書では

「言葉の発達についての脳の敏感性は、中レベルから

始まり、１歳くらいから２歳までに高レベルに増加し、

４歳までに少しずつ減じ、さらに中レベル、低レベル

へと減じ続ける。」と Council for Early Child
 

Developmentの資料を基に説明する 。つまり、乳児期

が最も敏感な言葉の発達の時期であり、次に幼児期に

中程度となり、その後は、低下していくため、幼児期

は言葉の発達における敏感期であり、児童期以上に重

要な時期であるといえる。

ただし、幼児期が敏感期であることは、発達の著し

さだけではなく、脳にとってデリケートな時期であり、

そのやり方や環境によっては、その後の学びや人生に

も影響を与えてしまうことが考えられる。

ここで、言葉が子どもたちに果たす役割について確

認する。芦田は、横山の４分類 に５項目目を追加し役

割について５分類で機能を示している 。⑴コミュニ

ケーションの手段としての言葉、⑵認知の手段として

の言葉、⑶行動をコントロールする手段としての言葉、

⑷自己表現の手段としての言葉、そして、⑸自我の形

成と言葉の５つの機能である。⑴のコミュニケーショ

ンの手段としては、他者と伝えあい、会話を成立させ、

社会的関係を広げる役割、⑵の認知の手段は外界を知

覚し言葉を用いて弁別し記憶され、思考を促す手段で

あるとしている。⑶の行動のコントロールする手段と

しては、不安な時、危険な時に勇気づけたり、行動を

抑制、確認して自分に向けての声かけをするなど行動

を支え、コントロールする手段であり、⑷の自己表現

の手段としての言葉は、自分の思いや要求の表現であ

る。そして、⑸の自我の形成と言葉は、先の４つの機

能を統合し自我の形成に中心的な役割を果たす機能と

しての言葉である。

特に、言葉による自我の形成は、「そのコミュニケー

ション能力に、物理的、社会的知識を理解する認知能

力が加わり、チャレンジしたり自己規制したりして自

分の行動をコントロールする能力が、行動の範囲を広

げ、そのような過程で得たさまざまな知識や感情が他

者とのコミュニケーションにおいて交換されるとき、

その中央にいる自分、それが自己であり、自分である

ということ」として、４つの機能とそれを統合する５

つ目の自我の形成を言葉の重要な機能であり役割とし

て位置付けている 。このように、言葉の発達のみなら

ず、言葉は、子どもたちの総合的な発達の基盤を形成

する役割を持っているといえる。

また、柴田・大森は、子どもの社会生活能力を評価

する６領域で構成される目安表を基に、「言語能力」に

関して「作業」「意思交換(＝言葉)」「集団参加」「自己

統御」の４つの評価領域で保育所の３歳以上の子ども

を対象に、この領域で評価相当年齢毎に評価課題と発

達の評価目安を設定して、「意思交換(言葉)」の度合い

と各活動の通過率から評価結果のデータを分析して関

連を調査した。そして、幼児期後期における「意思交

換(言葉)領域」の育ちと子どもの成長全般との関連を

検討した結果、「言葉領域」での育ちが、「作業」「集団

参加」「自己統御」へ影響を及ぼすことを示してい

る 。このデータから、言葉の発達は、子どもの身体

的、認知的、非認知的育ちに広く影響があり、様々な

能力を促進すると考えることができる。

次に、低年齢の読み書きや読み聞かせのその後の学

力への影響について調査する。NIEE(National
 

Institute for Early Education Research)では、基本

的な読み書きのリテラシーは、人生の早い段階ですで

に始まっており、その後の学校教育におけるすべての

教科目の知識獲得手段として重要であるとする。また、

口頭での言葉やアルファベット記号、印刷物による知

識が読みと学校生活の成功の予測因子となるという 。

Dina,C等は、同様に、質の高い保育は、学校への準備

となり学校生活の成功につなぎ、特に、(母語の他にも

う一つなど)２つの言語を学習するといったマイノリ

ティの子どもへの読みの格差を減らすとしている 。

また、OECDの調査では、子どもが小学校１年生の時

点で両親がよく本を読んでくれた生徒は、読んでくれ

ていない生徒よりも、15歳時のPISAの得点が高いと

いう結果を示している。その差は、調査14カ国平均で

25ポイントであったという 。

以上より、幼児期の言葉の育ちは、脳発達としては

敏感期にありながらも、子どもの心身の発達から自己

形成に至るまで影響を与え、また、様々な活動の発達

を促すという子どもの育ちの側面として重要であるこ

とが分かった。加えて、幼児期及び小学校低学年の読

み聞かせや読み書きのリテラシーは、その後の子ども

たちの様々な教科における学力の基盤となり、影響を

与えるという結果も踏まえて、小学校では「Ａ話すこ

と・聞くこと」、「Ｂ書くこと」及び「Ｃ読むこと」か

らなる３領域を思考力・判断力・表現力等としている
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ことからも、幼児期の言葉の指導と援助については、

保育者は、言葉の土台をつくる幼児期ならではの保育

として位置づけながら、様々な場面でバランスと見通

しを持って行っていくことが必要といえる。

４.保育内容 領域「言葉」に関わる研究の状況

このように、幼児にとっての言葉や読み書きのリテ

ラシーは、その後の学力に影響があるとされているが、

国内における保育内容の領域「言葉」についての専攻

研究は、他の領域と比べて少ない 。その上で、南陽

は、1990年から2017年までを範囲として研究の種類を

分類し調査を行い、実践研究については2008年以降の

急増がみられるが、幼児教育・保育現場をフィールド

とした実践研究や、子どもや保育者を対象とする研究

は子ども(10％)、保育者(８％)、子どもと保育者(３％)

と少ないことについて述べている。そして、領域「言

葉」に関する「先行研究では、保育内容「言葉」に関

する保育実践に直接的に関わるものではなく、その前

提となる事柄に間接的に寄与する研究に注力されてき

た」と指摘する 。

そのような中で、檜森は、平成29年３月の保育所保

育指針等の改訂に伴い、その１年半後に改訂の影響、

研修、保育実践などについて保育所、子ども園に勤務

する保育者10名を対象に半構造化インタビューで保育

士を対象に意識調査を行っている 。その結果、「今回

の改訂をきっかけに新たな活動を取り入れるなどは見

られなかった」こと、しりとりやかぞえうたなどの言

葉遊びも従来から保育現場で親しまれてきた遊びとし

て取り入れられており改定の影響はなかったという。

ただし、領域「言葉」に関する子どもとの関わりにつ

いては、「一人一人の子どもに応じて気持ちを受け止め

て言葉で返し、相手に伝えるという過程を繰り返して

いる保育士の援助が多く語られた」という。つまり、

言葉の保育については変更がされにくい状況がありな

がらも、言葉の獲得に関して、単語を覚えるだけでな

く、「保育士との丁寧なやり取りを通してその言葉の意

味を知りやがて使えるようになると考え、０歳児クラ

スから年長クラスにおいて丁寧な働きかけを行ってい

る」ことを示している 。この研究では、保育者は保育

者との関りの中で言葉の育ちをみていることが分かる。

また、梅田・伊與部は、新潟県内の幼稚園及び保育

所４園の保育者・管理職17名を対象に半構造化面接の

手法で、「保育者が子どもの言葉の力の育ちについてど

うとらえ、どのような援助を意図しているか」を調査

している 。その結果、保育者の多くは幼児期の子ども

の言葉の力を、先と同様に、コミュニケーションの側

面からとらえていることを明らかにしている。「言葉の

力」で想起されることとして「言葉以前に大切なこと

がある」という保育者の回答から、「子どもにとって園

が安心感・安定感を持てる場であること」や「保育者

との温かい信頼関係が言葉の力を育てていく基盤と捉

えていること」、そして、「様々な経験ができるような

環境を準備し、出会えるような状況をつくっていくこ

とも保育者の援助の一部」と捉えていたと述べてい

る 。そして、これは、要領「言葉」におけるねらい「⑴

自分の気持ちを言葉で表現する楽しさを味わう。⑵人

の言葉や話などをよく聞き、自分の経験したことや考

えたことを話し、伝えあう喜びを味わう。」の目指され

ている方向性と重なりあっているとする。また、「話す」

と「聞く」では、幼児期の言葉の力の育ちとしては、

話す力の育ちがまずは大切との意識を17名中10名が持

っていた。梅田・伊與部は、インタビューから、「子ど

もが表したり話したりしたことを十分に聞いてもらい、

受け止められ通い合う嬉しさや楽しさを経験すること

が基盤となって、相手の話を聞こうとする姿勢が育っ

ていくことの意識がある」として評価する。ただし、

「聞く力」については、保育者や周囲で交わされる言

葉の環境の大切さと、言葉のやりとりには相手の話を

きちんと聞く力の育ちが必要という２通りの捉え方が

あり、どちらに力点をおくかは園による保育のありよ

うと関連していると指摘している 。

最後に、岡野・大野は、岡山市内の公立幼稚園68園

の幼稚園教諭を対象に、アンケート調査を行い、幼稚

園の教育現場において言語活動の充実がどの程度意識

され、どのように取り組まれているのか、特に伝達力

と思考力に関する実践事例に着目して調査を行ってい

る 。その結果、「伝達力の育成を意識した保育の実践

について」は、68.4％が意識していると回答があり、

「思考力の育成を意識した保育の実践について」は、

60％が意識していると回答していた。ただし、小学校

との「言語活動の充実」との連携は、55.6％が「行っ

ていない」とし、園独自の領域「言葉」に関わるカリ

キュラム作成の有無については66.8％が作成を行って

いないと回答した。カリキュラムを作成していると回

答した園では、39.6％が年間指導計画・月案・週案に

含めて作成をしているが、「言葉」のカリキュラムを単

独で作成しているが25.8％、その両方が20.6％であっ

た。このように領域「言葉」に関わって、幼児期にお

ける言語活動の充実が進んできているとしながらも、

小学校との連携・接続を考えた保育の在り方の模索を

課題として挙げている 。この研究からは、幼稚園教諭

は、伝達や思考力の育成は意識しているものの、カリ

キュラム化するなど連続的または計画的な視点につい

てはやや少ないことが分かる。

このようにして、保育内容の領域「言葉」について

増えつつあるが、研究は少なく、研究対象も子どもや

保育者が実践に関わる研究も少ないことを確認した。

また、保育者の援助における意識については、話すこ

と、聞くことを中心として表現する楽しさや伝えあう

喜びを味わえるよう保育者は丁寧に関わろうとしてい
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ること、幼稚園の調査では、思考力・伝達力を十分に

意識して保育を行いながらもそのカリキュラム化には

十分ではないという課題がみられた。以上から、幼児

の言葉の指導については、これまでの基本的アプロー

チは大切にしながらも、保育の質を向上させるカリキ

ュラム化など長期的な視点や広い視野をもたらす保育

の評価が求められるといえる。また、評価で重要なの

は、評価で客観的な状況を捉え、改善に生かす事、そ

して、それを自ら継続させていく取り組みである。そ

のため、本研究では領域「言葉」において保育者自身

が評価スケールを基に保育の質の向上について具体的

に意識できるように以下に調査を行い結果をまとめ、

後に、本研究の成果をもってフィードバックを行うこ

とで、保育の質の向上に役立てることとした。

５.調査の分析と考察

１）研究の目的

和歌山市公立幼稚園全園(11園)を対象に領域「言葉」

に関する保育者の意識と、指導や援助の状況を明らか

にするため、評価スケールであるECERSを基にアンケ

ートを作成し調査を行う。

２）研究の方法

アンケートは、和歌山市公立幼稚園11園において担

任の保育者を対象とし、2020年５月21日に手渡しにて

配布、５月22日～６月４日の期間で回収を行い、９園

の担任27人から回答を得た。回収率は81％であった(新

型コロナウイルスの関係で、調査に影響があったと思

われる)。アンケート内容は末尾の資料１に示す。

最初に、質問１.１）、２）では、質問の前提とし

て、担任学年や保育者としての勤続年数を尋ねた。次

に質問１.３）「領域「言葉」に関する指導や援助にお

いて、あなたが困っていることや難しいと感じている

ことはありますか」として、その内容と度合いについ

て５件法による５段階(【１.思わない ２.あまり思

わない ３.普通 ４.やや思う ５.思う】)の中か

ら選択して回答してもらった。

質問２以降の設問は、ECERSを基に作成し、質問２

では、幼児に身に付けてもらいたい力として「語彙の

拡大」(獲得)、「話し言葉の促進」、「絵本に親しむため

の環境構成や援助 」、「保育者による絵本の使用」、「文

字に親しむこと」のそれぞれについて、大切に思う度

合いを先と同じ５段階から選択して回答してもらった。

質問３では、担任自らが、自身の指導や援助につい

て行っている度合いについて５段階(【１.していない

２.あまりしていない ３.普通 ４.ややしている

５.している】)の中から選択して回答してもらった。

また、各設問において、最もしている援助について具

体的にどういった援助をしているかを自由に記述する

欄も設けた。

３）分析と考察

質問１.１）及び質問１.２）で、回答者の担任学

年は、３歳児、４歳児、５歳児とも９人ずつであった。

また、保育者としての勤続年数では、１年未満～５年

が５人、５年～10年が５人、10年以上が17人であった

ことから概ね保育経験があり、経験年数としてはバラ

ンスよく回答を得られた。

⑴領域「言葉」に関する指導や援助について

質問１.３）「領域「言葉」に関する指導や援助にお

いて、あなたが困っていることや難しいと感じている

ことはありますか。」では、「④幼児が、人の話を注意

して聞き、相手にわかるように話すことができるよう

になることの指導や援助」において、「やや思う」(48

％)と「思う」(22％)と回答した人の割合が70％であっ

たが、「思わない」(７％)と「あまり思わない」(０％)

と回答した人の割合が７％であった。また、「⑧幼児

が、いろいろな体験を通じてイメージや言葉を豊かに

することの指導や援助」において、困っている・難し

いと感じている割合は、「やや思う」(48％)と「思う」

(７％)と回答した人の割合が55％、「思わない」(４％)

と「あまり思わない」(11％)と回答した人の割合が15

％と、この２つの設問について指導や援助に困ってい

たり難しさを感じたりしていることが分かった。その

他の設問では、「思わない」「あまり思わない」「普通」

と回答した人の割合が「やや思う」「思う」と答えた人

の割合を上回った。(図１)

⑵幼児に身に付けてもらいたい力

質問２「幼児に身に付けてもらいたい力の中で、次

のうち大切に思う度合いについて、回答欄に当てはま

る段階を番号で記入してください。」では、「やや思う」

「思う」と答えた人の割合が、「①語彙の拡大(獲得)」

92％、「②話し言葉の促進」78％、「③絵本に親しむこ

と」92％と多かったが、「④文字に親しむこと」につい

ては、「普通」と答えた人の割合が63％と最も多く、幼

領域「言葉」の視点から見た和歌山市公立幼稚園における保育の現状と課題

図１ 「１.３）領域「言葉」に関する指導や援助におい

て、あなたが困っていることや難しいと感じている

ことはありますか。」回答

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

4％ 30％ 33％ 26％ 7％

7％ 33％ 15％ 33％ 11％

7％ 19％ 33％ 26％ 15％

7％ 22％ 48％ 22％

4％ 22％ 52％ 19％ 4％

15％ 30％ 44％ 11％ 0％

4％11％ 30％ 48％ 7％

7％ 22％ 30％ 26％ 15％

11％ 15％ 30％ 26％ 19％

4％ 22％ 26％ 33％ 15％

0％

思わない あまり思わない 普通 やや思う 思う
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稚園において文字に親しむことについての認識が浮き

彫りとなった。(図２)

⑶語彙の拡大

質問３.１）⑴「幼児が語彙を拡大するために、あ

なたが普段から行っている援助についてお尋ねします。

回答欄に当てはまる段階を番号で記入してください。」

では、「②ときどき、幼児にとってなじみのない言葉を

使い、その意味を幼児にわかるように説明している。」

において「していない」(22％)と「あまりしていない」

(37％)と答えた人の割合が59％、「ややしている」(７

％)と「している」(７％)と答えた人の割合が14％で、

「していない」「あまりしていない」と答えた人の割合

が６割であった。また、「③しばしば遊具や用具や掲示

などの環境や、幼児の体験といった機会を利用して、

新しい言葉を導入するようにしている。」において「し

ていない」(４％)と「あまりしていない」(33％)と答

えた人の割合が37％、「ややしている」(30％)「してい

る」(７％)と答えた人の割合が37％で同数であり、「⑤

新たな話題や興味のあるトピックを取り入れる際に、

いろいろな面白くて新しい言葉を用いるようにしてい

る。」において、「していない」(11％)と「あまりして

いない」(26％)と答えた人の割合が37％、「ややしてい

る」(15％)と「している」(４％)と答えた人の割合が

19％で、「していない」「あまりしていない」と答えた

人の割合が「ややしている」「している」と答えた人の

割合を少し上回った(図３)。上記の３つの設問には、

「幼児にとってなじみのない言葉」「新しい言葉」とい

うワードが含まれており、それらが影響していると考

えられる。自由記述欄では、最もしている援助や指導

の具体例として、①「物の名前を具体的に〇〇ねと言

いながら手渡すなどしている。」⑤「ニュースになって

いることなどを話すようにしている。」⑥「子供の気付

きに対して、その時の気持ちを代弁して付け加えたり、

その情景を表現する言葉の種類を増やせる機会になる

ようにしている。」といった回答がみられた。質問２の

回答と合わせてみると、幼児にとって語彙の拡大(獲

得)をすることは大切だと感じているが、その指導や援

助についてはしていない割合が高く、見直しの余地が

あるといえる。

⑷話し言葉の促進

質問３.２）⑴「幼児の話し言葉を促進するために、

あなたが普段から行っている援助についてお尋ねしま

す。回答欄に当てはまる段階を番号で記入してくださ

い。」では、①～⑥のすべての設問において、「してい

ない」と「あまりしていない」と答えた人の割合(４％

～30％)を「ややしている」と「している」と答えた人

の割合(40％～74％)が大きく上回った(図４)。自由記

述欄では、最もしている援助や指導の具体例として、

②「遊びの中で言葉のやり取りを楽しめるよう、保育

者も一緒に会話を楽しむ」③「見つけたものやことが

らを知らせてくれた時には、どこで どうやって ど

んな気持ち 大きさは 数は などを問いかけ、たく

さんの言葉を引き出せるようにしている。」といった回

答がみられた。幼児の話し言葉を促進するための指導

や援助は、「ややしている」と「している」と答えた人

の割合が40％～74％という高さから充実がみられるが、

⑥のように保育者から幼児への質問といった点では、

改善の余地はあると思われる。

⑸絵本に親しむための環境構成や援助

質問３.３）⑴「幼児が絵本に親しむための環境構

成や援助についてお尋ねします。回答欄に当てはまる

段階を番号で記入してください。」では、①～⑦のすべ

ての設問において、「していない」と「あまりしていな

い」と答えた人の割合(４％～23％)を「ややしている」

と「している」と答えた人の割合(54％～92％)が大き

く上回った(図５)。自由記述欄では、最もしている援
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図２ 「幼児に身に付けてもらいたい力の中で、大切に思

う度合いについて」回答

①

②

③

④

思わない あまり思わない 普通 やや思う 思う

0％ 7％ 48％ 44％

0％ 4％ 19％ 37％ 41％

0％ 7％ 33％ 59％

4％ 0％ 63％ 15％ 19％

図３ 「３.１）⑴幼児が語彙を拡大するために、あなた

が普段から行っている援助についてお尋ねします。」

回答

①

②

③

④

⑤

⑥

していない あまりしていない 普通 ややしている している

0％ 19％ 7％ 44％ 30％

22％ 37％ 26％ 7％ 7％

4％ 33％ 26％ 30％ 7％

0％ 30％ 41％ 30％

11％ 26％ 44％ 15％ 4％

4％ 19％ 26％ 33％ 19％

図４ 「３.２）⑴幼児の話し言葉を促進するために、あ

なたが普段から行っている援助についてお尋ねしま

す。」回答

①

②

③

④

⑤

⑥

していない あまりしていない 普通 ややしている している

0％ 4％ 30％ 41％ 26％

0％ 11％ 30％ 33％ 26％

0％ 7％ 19％ 33％ 41％

0％ 4％ 22％ 33％ 41％

11％ 19％ 30％ 33％ 7％

0％ 7％ 33％ 30％ 30％
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助や指導の具体例として、②「畳を敷いてゆったりと

絵本に親しめる配置や空間を大切にしている。また、

子供の興味や関心を見ながら場の配置も考えている」

⑦「季節に応じた絵本や行事などの絵本を、表示を付

けて幼児に見えるところに並べている」といった回答

がみられた。「ややしている」と「している」と答えた

人の割合が54％～92％と高く、幼児が絵本に親しむた

めの環境構成の充実に努めている様子がうかがえるが、

⑥「少なくとも５冊以上の本が、現在のクラスの活動

に関係していて、幼児が自由に手に取れるようにして

いる。」については「ややしている」と「している」と

答えた人の割合が54％で、改善の余地が残されている

と思われる。

⑹保育者による絵本の使用

質問３.４）⑴「保育者による絵本の使用について

お尋ねします。回答欄に当てはまる段階を番号で記入

してください。」では、「①保育時間中にクラス全体や、

小グループ、あるいは個人に絵本を読んでいる。」にお

いて「している」と「ややしている」で89％や、「④保

育者自身が絵本に興味をもち、楽しんでいる。」におい

て、「している」と「ややしている」で100％など、充

実した配慮がされていた。ただし、「⑥絵本の内容につ

いて保育者との話し合いに、幼児が喜んで参加してい

る。」において、「していない」(19％)と「あまりして

いない」(22％)と答えた人の割合が41％、「ややしてい

る」(22％)と「している」(４％)と答えた人の割合が

26％、「⑦保育時間中に、２回以上、小グループや個人

の幼児に絵本を読んでいる。」において、「していない」

(15％)と「あまりしていない」(37％)と答えた人の割

合が52％、「ややしている」(15％)と「している」(０

％)と答えた人の割合が15％と、「していない」「あまり

していない」と答えた人の割合が、「ややしている」「し

ている」と答えた人の割合を15～37％で上回った(図

６)。自由記述欄では、最もしている援助や指導の具体

例として、①「１日１冊は落ち着いて絵本を楽しめる

時間をとるようにしている。」⑧「捕まえた虫や生き物

について、子供と一緒に絵本や図鑑で見たり調べたり

している。」といった回答がみられた。保育者による絵

本の読み聞かせや、遊びの中での絵本の利用などの指

導や援助が充実している様子がうかがえる。しかし、

保育時間中に２回以上、小グループや個人に対して絵

本を読んでいると答えた人が少ないことから、子ども

あたりの保育者数の不足を要因とする課題も垣間見え

る。

⑺文字に親しむ環境構成や援助

質問３.５）⑴「印刷(書かれた)文字に親しむ環境

構成や援助についてお尋ねします。回答欄に当てはま

る段階を番号で記入してください。」では、「②ことが

らについて、方法や理由を説明しながら、文字が便利

であることを幼児たちに示すようにしている。(例：お

もちゃにラベルをつけたり、幼児が給食を尋ねに来た

時に、献立表を指さして読んで見せたりする)」におい

て、「していない」(15％)と「あまりしていない」(33

％)と答えた人の割合が48％、「ややしている」(22％)

と「している」(７％)と答えた人の割合が29％、「④幼

児に興味を持たせながら、幼児の言ったことを書き留

めるようにしている。」において、「していない」(15％)

と「あまりしていない」(33％)と答えた人の割合が48

％、「ややしている」(７％)と「している」(７％)と答

えた人の割合が14％と、「していない」「あまりしてい

ない」と答えた人の割合が「ややしている」「している」

と答えた人の割合をどちらも３割前後で上回った(図

７)。自由記述欄では、最もしている援助や指導の具体

例として、「①片付けを行いやすいように文字と写真の

表示を付けている。」「③幼児の描いた絵に、名前やそ

の幼児の思い(何を描いたか)などを描くようにしてい

る。」といった回答がみられた。質問２において、幼児

が文字に親しむことを大切とする度合いについて「や

や思う」「思う」と答えた人の割合が34％にとどまり、

また、指導や援助についても「ややしている」「してい

る」と答えた人の平均が39％と少なかったことから、

文字がそれほど重要視されていないことが考えられる。

領域「言葉」の視点から見た和歌山市公立幼稚園における保育の現状と課題

図５ 「３.３）⑴幼児が絵本に親しむための環境構成や

援助についてお尋ねします。」回答

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

していない あまりしていない 普通 ややしている している

11％ 0％ 22％ 7％ 59％

0％ 4％ 4％ 44％ 48％

0％ 15％ 15％ 26％ 44％

0％ 7％ 15％ 30％ 48％

7％ 4％ 19％ 15％ 56％

0％ 23％ 23％ 12％ 42％

4％ 4％ 4％ 33％ 56％

図６ 「３.４）⑴保育者による絵本の使用についてお尋

ねします。」回答

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

していない あまりしていない 普通 ややしている している

4％ 4％ 4％ 11％ 78％

0％ 19％ 19％ 41％ 22％

7％7％ 26％ 44％ 15％

0％ 30％ 70％

0％ 4％ 19％ 44％ 33％

19％ 22％ 33％ 22％ 4％

15％ 37％ 33％ 15％ 0％

4％ 11％ 11％ 30％ 44％
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６.結果

和歌山市公立幼稚園では、幼児が自ら身近な環境に

かかわり、主体的に活動する保育を重視しているため

に、第一著者である筆者の経験からも、環境の充実を

図ろうとする意識は高いが、保育者が新しいことを幼

児に教えたり、保育者主導で課題を設定した保育を行

ったりすることに対して若干の抵抗感があるといえる。

それは、幼児にとって新しい言葉や意味を取り入れた

り、保育者が方法や理由を説明したりするといった設

問において、「していない」「あまりしていない」と答

えた人の割合がそれぞれ、質問３.１）⑴②は59％、

③は37％、⑤は37％、質問３.５）⑴②は48％と比較

的に多かったが、質問３.３）⑴「絵本に親しむため

の環境構成や援助」では、すべての質問項目において、

「していない」「あまりしていない」と答えた人の割合

の平均が「ややしている」「している」と答えた人の割

合の平均を32％上回ったことからも明らかになった。

その理由として、幼稚園教育要領において、幼児期

の教育は幼児期の特性を踏まえて環境を通して行うこ

とを基本としていることや、保育者が幼児の主体的な

活動を確保するよう計画的に環境を構成しなければな

らない旨が記されており、それを重視し優先した保育

が行われていることがある。また、質問２「幼児に身

に付けてもらいたい力」の中で、「やや思う」「思う」

と答えた人の割合がそれぞれ「①語彙の拡大(獲得)」

が92％、「②話し言葉の促進」が78％、「③絵本に親し

むこと」が92％と多かったが、反して「④文字に親し

むこと」については、「普通」と答えた人割合が63％と

多い結果となったのも、同様の要因と考えられる。文

字に対して興味や関心の度合いが幼児にとって様々で

あるため、幼児が文字に対して興味や関心をもってい

ない場合、とりたてて保育者が文字を教える必要がな

いといった思いを優先していると考えられる。

以上のことから、和歌山市公立幼稚園では、幼稚園

教育要領を前提に、保育環境を充実させ、幼児の主体

的な活動を促しながら保育を行っている様子があった。

ただし、ECERSの評価の観点からは、話し言葉を促進

する援助や、幼児が絵本に親しむための環境構成や援

助では、概ね充実した援助がされていたが、幼児の主

体的な活動を重視しようとするあまり、語彙を広げ、

文字に親しむための環境を整えるなどの保育者の指導

や援助が少なくなっているといえる。幼児の興味や関

心に基づいた活動を中心に展開していく幼稚園教育の

難しい部分ではあるが、保育者も環境の一つであると

考えると、幼児の主体的な活動を促しつつ、幼児の興

味や関心の幅を広げられるような保育者の役割を踏ま

えた保育も模索していく必要があると考える。また、

このことは、子ども中心の保育を行っている国内の多

くの園においても共通の課題となる可能性がある。

７.おわりに

領域「言葉」に関する幼児の活動や成長については、

それが幼児自身の発達によるものか、保育者の指導や

援助による教育効果によるものか曖昧な面があるのが

実状である。言葉は人が生活している上で欠くことの

できないもので、集団生活ともなればさらにその必要

がある。幼児教育施設では、日常的に挨拶を交わすし、

集まって保育者や友達の話を聞くこともある。友達と

一緒に遊ぶ中で自分の思いや考えを友達に伝えたり、

感じたり考えたりしたことをつぶやいたり保育者に伝

えたりすることもある。もともと幼稚園にある環境と

して、子供が喜ぶような絵本が置いてあったり、掲示

などに文字を使ったりしている幼稚園も多い。つまり、

保育者の意図にかかわらず、幼児の自発的な活動に任

せていたとしても、ある程度は領域「言葉」に関する

活動は行われており、その上で保育者はねらいを持っ

て保育を行う。その時、その指導や援助が幼稚園教育

要領に基づいて行われているかを考える必要がある。

また、今回の幼稚園教育要領の改訂では、ねらい⑶

に「日常生活に必要な言葉が分かるようになるととも

に、絵本や物語などに親しみ、言葉に対する感覚を豊

かにし、先生や友達と心を通わせる。」となり、内容の

取扱いに⑷「幼児が生活の中で、言葉の響きやリズム、

新しい言葉や表現などに触れ、これらを扱う楽しさを

味わえるようにすること。その際、絵本や物語に親し

んだり、言葉遊びなどをしたりすることを通して、言

葉が豊かになるようにすること。」として、下線部が追

加された。幼児教育施設におけるこれまでの基本的な

保育に加えて、幼児が言葉に対する感覚を豊かにでき

るような指導や援助の在り方が求められている。その

ためには、幼児の発達の状況や経験していることから

得る学びなどの幼児理解を深め、PDCAサイクルに基

づいた保育の展開がさらに求められているといえよう。

今回はECERSを基にアンケートを作成し、保育者が自

身の保育を５段階で評価をするという調査を行ったが、

第３者による評価も積極的に取り入れることで保育の

質の向上が図れると考える。

幼稚園教育要領の意図するところをしっかりと読み

解き、評価の視点を取り入れる事で、保育者間で話し

合いながら、幼児にとって望ましい指導や援助ができ
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図７ 「３.５）⑴印刷(書かれた)文字に親しむ環境構成

や援助についてお尋ねします。」回答

①

②

③

④

⑤

⑥

していない あまりしていない 普通 ややしている している

11％ 19％ 22％ 26％ 22％

15％ 33％ 22％ 22％ 7％

19％ 22％ 19％ 22％ 19％

15％ 33％ 37％ 7％ 7％

15％ 19％ 19％ 30％ 19％

16％ 20％ 12％ 36％ 16％
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るような体制を充実させていくことで、さらなる質の

向上につながる継続的な検討が必要であるといえる。

本研究は、研究全体の構想及び調査の準備・検討な

ど、協働で行ってきた。その上で、１～４については

第二著者が、アンケート調査と分析から５～６を第一

著者が担当し執筆している。最後にアンケートにご協

力いただきました和歌山市公立幼稚園の先生方に感謝

を申し上げます。

領域「言葉」の視点から見た和歌山市公立幼稚園における保育の現状と課題

資料１ アンケート内容

①幼児が喜んで答えられるような質問をする。
②遊びの中で、幼児とたくさん会話をするようにしている。
③幼児からの話しかけに肯定的に応答し、もっと話せるように励ま
している。(例：幼児ができるだけ長く話せるように興味をもって
聞く、幼児が言いたいことを話せるように言葉を補う、など)

④幼児たちが互いにやりとりできるように助けている。
⑤幼児がより長く答えられるような質問をたくさんしている。(例：
「なぜ」「もし～だったら」「～について話して」などの質問)

⑥クラスでの活動や教材などの範囲を超えての話題を取り入れてい
る。(例：家族についての話や園以外での出来事の話など)

幼児の話し言葉を促進するために、あなたが普段から行ってい

る援助についてお尋ねします。回答欄に当てはまる段階を番号

で記入してください。

【１.していない ２.あまりしていない ３.普通

４.ややしている ５.している】

3.2)

(1)

①人々や場所、物事、動きなどの幼児が経験していることを表す言

葉をしばしば場に即して用いるようにしている。(例：幼児が使っ

たものの名前を言う、幼児のとった動きを表す言葉を用いるなど)

②ときどき、幼児にとってなじみのない言葉を使い、その意味を幼

児にわかるように説明している。

③しばしば遊具や用具や掲示などの環境や、幼児の体験といった機

会を利用して、新しい言葉を導入するようにしている。

④幼児の年齢や能力に応じて、語彙豊かに、的確な言葉を用いるよ

うにしている。(例：「うれしい」だけでなく「うきうきする」と

いった言葉を使ったり、「緑」だけでなく「黄緑」や「青緑」など

と言ったりする)

⑤新たな話題や興味のあるトピックを取り入れる際に、いろいろな

面白くて新しい言葉を用いるようにしている。

⑥幼児が使っている言葉の意味についての理解を広げるために、保

育者からも情報やアイデアを付け加えるようにしている。(例：幼

児が「トラック見た 」と言ったときに、「トラック見たの」と反

復するだけや、「赤いトラックだね」と少しの情報を付け加えるだ

けでなく、たくさんの情報を与えながら応答や質問をしている。)

幼児が語彙を拡大するために、あなたが普段から行っている援

助についてお尋ねします。回答欄に当てはまる段階を番号で記

入してください。

【１.していない ２.あまりしていない ３.普通

４.ややしている ５.している】

3.1)

(1)

①語彙の拡大(獲得) ②話し言葉の促進 ③絵本に親しむこと

④文字に親しむこと

幼児に身に付けてもらいたい力の中で、次のうち大切に思う度

合いについて、回答欄に当てはまる段階を番号で記入してくだ

さい。

【１.思わない ２.あまり思わない ３.普通

４.やや思う ５.思う】

2.

①幼児が、先生や友達の言葉や話に興味や関心を持ち、親しみを持っ

て聞いたり、話したりすることの指導や援助

②幼児が、自分なりの言葉で、したことや感じたことを言葉で表現

できるようにすることの指導や援助

③幼児が、したいこと、してほしいことを言葉で表現したり、わか

らないことを尋ねたりできるようにすることの指導や援助

④幼児が、人の話を注意して聞き、相手にわかるように話すことが

できるようになることの指導や援助

⑤幼児が、生活の中で必要な言葉が分かり、使えるようにすること

の指導や援助

⑥幼児が、親しみをもって日常の挨拶をできるようにすることの指

導や援助

⑦幼児が、生活の中で言葉の楽しさや美しさに気付けるようにする

ことの指導や援助

⑧幼児が、いろいろな体験を通じてイメージや言葉を豊かにするこ

との指導や援助

⑨幼児が、絵本や物語などに親しみ、興味を持って聞き、創造する

楽しさを味わえるようにすることの指導や援助

⑩幼児が、日常生活の中で、文字などで伝える楽しさを味わえるよ

うにすることの指導や援助

領域「言葉」に関する指導や援助において、あなたが困ってい

ることや難しいと感じていることはありますか。回答欄に当て

はまる段階を番号から記入してください。

【１.思わない ２.あまり思わない ３.普通

４.やや思う ５.思う】

1.3)

①１年未満～５年 ②５年～10年 ③10年以上

あなたの保育者としての勤続年数は何年ですか。当てはまる番

号に丸を記入してください。

1.2)

①３歳児クラス ②４歳児クラス ③５歳児クラス

あなたが担任をしているのは何歳児クラスですか。当てはまる

番号に丸を記入してください。

1.1)

①室内や戸外にある文字のほとんどを絵や写真などと結びつくよう
にしている。

②ことがらについて、方法や理由を説明しながら、文字が便利であ
ることを幼児たちに示すようにしている。(例：おもちゃにラベル
をつけたり、幼児が給食を尋ねに来た時に、献立表を指さして読
んで見せたりする)

③幼児が言ったことを書き留めたり、文字が書ける幼児には自分で
書くように促したりしている。(例：幼児が自分でつくった物につ
いて言ったことを保育者が書いたり、記録したり、興味のある子
どもが自分の絵本をつくるなど)

④幼児に興味を持たせながら、幼児の言ったことを書き留めるよう
にしている。

⑤保育者が何か活字を読むときには、その文字や言葉を指さしなが
ら読み、幼児に興味をもたせながら文字や言葉の音を聞き取れる
ようにしている。

⑥幼児の活動の順番を示すために、絵と言葉による指示を使うよう
にしている。(例：正しい手の洗い方、栽培物の種のまき方など)

印刷(書かれた)文字に親しむ環境構成や援助についてお尋ねし
ます。回答欄に当てはまる段階を番号で記入してください。
【１.していない ２.あまりしていない ３.普通
４.ややしている ５.している】

3.5)
(1)

①保育時間中にクラス全体や、小グループ、あるいは個人に絵本を
読んでいる。

②絵本の読み〔聞かせ〕の時間に、特別な配慮が必要な幼児に対し
て手立てをとっている。(例：発達の遅れがあり言葉がうまく使え
ない幼児、あるいは集団になじめない幼児には小グループで行う
など)

③絵本の読み〔聞かせ〕の時間に、すべての幼児が喜んで参加して
いる。

④保育者自身が絵本に興味をもち、楽しんでいる。
⑤現在のクラスの活動やテーマに即した本を読んだり、幼児が使っ
たりするようにしている。

⑥絵本の内容について保育者との話し合いに、幼児が喜んで参加し
ている。

⑦保育時間中に、２回以上、小グループや個人の幼児に絵本を読ん
でいる。

⑧幼児が興味をもっていることに対して、疑問を明らかにしたり、
情報を得たりするために、一緒に絵本を見る。

保育者による絵本の使用についてお尋ねします。回答欄に当て
はまる段階を番号で記入してください。
【１.していない ２.あまりしていない ３.普通
４.ややしている ５.している】

3.4)
(1)

①幼児の人数よりも倍以上の数の本がクラスにあり、自由に読める
時間をとれるようにしている。

②くつろいで読む、コーナーがあるなど、幼児が手に取った本に興
味をもてるようにしている。

③絵本コーナーが構成されてあり、敷物やクッション、椅子などが
おかれてくつろいで読めるようにしている。

④幼児が自分で本を選ぶことに積極的に配慮をしている。
⑤自然や科学、人物、感情、文化、スポーツ、人種、男女、仕事、
健康など、いろいろな分野の本を置いてある、幼児が自由に手に
取れるようにしている。

⑥少なくとも５冊以上の本が、現在のクラスの活動に関係していて、
幼児が自由に手に取れるようにしている。

⑦幼児が親しめるように絵本を配置するようにしている。(例：棚に
詰め込んでいない、本の表紙を見やすく置いているなど)

幼児が絵本に親しむための環境構成や援助についてお尋ねしま
す。回答欄に当てはまる段階を番号で記入してください。
【１.していない ２.あまりしていない ３.普通
４.ややしている ５.している】

3.3)
(1)
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